
 
 

「世界一安心安全・おもてなしのまち京都 市民ぐるみ推進運動」について 

 
１ 概要 

平成２６年７月に京都市と京都府警察で協定を締結し，市民生活の一層の安心安全の実現と， 
２０２０年の東京オリンピック等の開催を見据えた観光旅行者等の安心安全の向上を目指し，取組

の指針となる「全市版運動プログラム」等に基づき，市民・事業者，行政，警察等が一体となって地

域の実情に応じた安心安全に関する様々な取組を実施した。 
令和３年３月に京都府警察と新たな協定を締結し，令和３年１０月に各区の現状と課題を踏まえ

た「第２期運動プログラム」を策定し，これまで展開してきた市民ぐるみ推進運動の取組を継続発展

させ，連携して取組を推進する。（協定期間：令和７年度まで） 
 
２ これまでの主な取組 

 全市的な取組事例 

 〇地域団体による防犯カメラ設置を２，１３４台補助（令和３年３月末時点） 
 〇特殊詐欺被害防止対策 
  ・民生児童委員や老人福祉員と連携した広報啓発 
  ・新型コロナウイルスに係る特別定額給付金詐欺抑止に関する啓発 

〇女性安全対策 
  京都精華大学と連携した女性安全リーフレットを作成（市内地下鉄等を中心に配架） 
 〇「見せる防犯」の取組 
 「ドライブレコーダーが生み出す 京（みやこ）・安心安全推進プロジェクト」 

 
 
 
 

  
うちわゆるしまへん作戦   笑顔と花いっぱいプロジェクト  イオンモール京都五条における 

「府民防犯の日」に係る広報啓発 
 

各区役所・支所の取組事例 

資料３ 

ドライブレコーダー搭載公用車等をいわゆる「走る防犯カ

メラ」として活用し，犯罪の早期解決や，防犯標語等を記

載したマグネットシート・ステッカーを貼付することで防

犯意識の高さをアピールする「見せる防犯」を拡大 

上京区 山科区 右京区 



 

                   
クリーン作戦      防犯マニュアル（自転車盗編）の  子どもの居場所安心安全教室 

マンガ動画作成 

３ 成果 

〇刑法犯認知件数が協定締結前と比較して大幅に減少！ 
（Ｈ２５：２１，３２６件→Ｒ２：８，１５５件） 

 〇全区で５１８の団体（地域団体，大学，企業等）が参加する市民総ぐるみの運動に展開！ 
 
４ 課題 

（１）地域活動の活性化 

  ・地域住民のつながりの希薄化 
  ・防犯活動をはじめとした地域活動の担い手不足 
（２）安心感の醸成 

京都市が実施した市民生活実感調査による「安心して暮らせるまちであると思う市民の割合」

は，第１期推進運動の目標としていた５０％に至らず，市民の体感治安は実際の治安情勢を必ず

しも反映するものではない。 
（３）訪日外国人と市民生活の調和，多文化共生の推進 

  ・大阪・関西万博などの国際的イベントの開催による訪日外国人の増加 
  ・外国人技能実習生を含めた外国人労働者の受け入れ 
 
５ 今後の方向性 

〇第３次生活安全基本計画における防犯面の最重要取組と位置付け，同計画の重点戦略を踏まえ，

各行政区の実情に応じた個別の罪種ごとのきめ細かな取組を推進 
 
〇令和３年３月締結の「世界一安心安全・おもてなしのま

ち京都 市民ぐるみ推進運動」第２期協定に基づき，「京

都が培ってきた文化力や人と人とのつながりを活かし，

誰もが安心安全を実感できるまちづくり」の取組を推進 

 

 

〇令和３年１０月策定の「第２期運動プログラム」に基づき，市民・事業者，京都府警察，京都市

が連携し，ＳＤＧｓの理念のもと，持続可能な取組等を加えた新たな重点戦略に基づき，施策を

推進 

市民生活の調和や多

文化共生の推進が求

められています。 

西京区 伏見区 醍醐支所 

第２期協定締結式の様子（右図） 



「世界一安心安全・おもてなしのまち京都 市民ぐるみ推進運動」第２期運動プログラム 

ダイジェスト版 

１ これまでの取組 

⑴ 第１期(平成２６年度～令和２年度)の成果 

京都市と京都府警察は協定を締結し，「全市版運動プログラム」「各区版運動プログラム」に基

づき，自治会・防犯ボランティア団体，事業者，京都府警察，京都市など５１８団体が中心とな

って，地域の防犯力向上のための取組を進めてきた結果，令和２年度末までに，刑法犯認知件数

が大幅に減少しました。 

⑵ 第２期に向けた課題 

① 地域活動の活性化 

② 安心感の醸成 

③ 訪日外国人と市民生活の調和，多文化共生の推進 

 

２ 第２期の取組方針 

⑴  新たな推進運動協定の締結   

京都市と京都府警察は，令和３年３月１２日に第２期となる新たな協定を締結しました。 

⑵ 推進運動の期間  

令和３年度～令和７年度の５年間 

⑶ 推進運動の目標 

① まちづくりの目標 

京都が培ってきた文化力や人と人とのつながりを活かし，誰もが安心安全を実感できるまち 

② 具体的目標 

ア 京都市内における刑法犯認知件数 １万件以下を維持 

イ 前記アを達成するための各区が定める目標数値（刑法犯認知件数）の達成 

⑷ 推進運動の活動主体 

市民・事業者，京都府警察，京都市は， 

それぞれ役割を担い，これまでの取組成果や 

現状の防犯課題の共有を図り，相互に意見を交換しながら， 

協働して取組を進めます。 

 

３ プログラムの内容 

重点戦略１ 防犯環境の更なる整備・充実 

推進事項 取組・施策例 

① 

道路，公園，駅

をはじめとする

公共空間におけ

る安全の確保 

・通学路等における防犯カメラの設置促進 

・街路灯の設置，ＬＥＤ化の促進 

・バス・地下鉄における防犯環境の整備 

・道路・公園における更なる安全確保 

・「こども１１０番のいえ」「こどもの１１０番のくるま」の勧奨 

・障害物の排除等による周囲からの見通しの確保等，地域の身近な安全性の向上 

② 
住宅に関連する

犯罪の未然防止 

・センサーライトの設置促進 

・防犯優良賃貸アパート・マンションの普及促進 

・管理者による駐車場・駐輪場における防犯環境の整備促進 

・門灯点灯運動の普及推進 

・オートロックマンションも含む鍵掛け運動の推進 

市民 

事業者 

現状・課題 

防犯意識・目標 

取組成果 府警本部 

警察署 

京都市 

区役所 

支所 



③ 

あらゆる媒体を

活用した効果的

な情報発信・広

報啓発 

・デジタルデバイスに指向したＳＮＳ等によるタイムリーな情報発信 

・ＱＲコードを活用した防犯関連ホームページの閲覧促進 

・民間のデジタルサイネージ等を活用した広報啓発活動の推進 

・マスコミ等，既存広報媒体を活用した広報啓発の推進 

・市民しんぶん等を活用した広報啓発の推進 

重点戦略２  持続可能な防犯活動の充実・拡大 

推進事項 取組・施策例 

① 

持続可能な防犯

ボランティア活

動の推進 

・推進運動の更なる浸透と各区推進協議会による取組の推進 

・事業者による防犯ＣＳＲ活動の勧奨 

・防犯推進委員活動への支援 

・防犯ボランティア団体間の連携促進の場の構築 

・企業・商業施設や商店街と連携した防犯活動の推進 

② 

ながら見守り・

見せる防犯の推

進 

・登下校時間帯に合わせた各種「ながら見守り」活動の推進 

・事業者のドライブレコーダーを活用した新たな安心安全の取組の推進 

・学校・地域住民との連携による子ども見守り活動の強化 

・青色防犯パトロールの活動支援 

③ 

地域コミュニテ

ィ強化と自主防

犯意識の高揚 

・花いっぱいプロジェクトの推進 

・住民同士のあいさつ・声かけ運動の推進 

・道路や公園といった公共空間の落書き消去等，環境美化活動の推進 

・事業者や現役世代による自主防犯活動の促進 

・幅広い世代に対するボランティア活動参加への働きかけ 

重点戦略３ 社会情勢に応じた防犯対策の推進 

推進事項 取組・施策例 

① 

特殊詐欺等，多

様化する犯罪か

ら高齢者を守る

取組の推進 

・防犯機能付き電話機の普及等，固定電話対策の推進 

・高齢者を対象としたスマホ利用教室の開催 

・犯罪被害防止に向けた金融機関，コンビニエンスストア及び高齢者が利用する 

施設との連携強化 

・民生児童委員・老人福祉委員や高齢者と接する医療機関職員等， 

 あらゆる活動主体による声かけ，高齢者見守り活動の促進 

・現役世代に対する情報発信強化 

② 
大学防犯対策の

推進 

・「大学コンソーシアム京都」等と連携した防犯環境の整備の促進 

・自転車盗難防止に向けた大学駐輪場等の整備促進 

・大学と連携した学生に対する被害防止・犯罪防止等教育の推進による 

自主防犯意識の醸成 

・学生向けアプリ「ＫＹＯ－ＤＥＮＴ」を活用した安心安全情報の発信 

・学生等に対する防犯ボランティア活動参加への働きかけ 

③ 

訪日外国人と市

民生活の調和，

多文化共生社会

の確立 

・京都観光情報と連携した安心安全情報等の多言語発信 

・観光関連団体や業界団体と連携した広報啓発活動の推進 

・外国人雇用企業に対する防犯情報の提供及び防犯教室等の実施 

・１１０番，１１９番通報の多言語対応 

・外国人対象の防犯交流会の実施 

 


